
 

 

 

 

 

支え合い つながり 次の世代へ 
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［参考資料］人口からみる八幡のすがた 
 

振興区が発足した平成17年～現在までと、 

5年後・10年後の推計値をグラフにしました。 

 人口減少、少子高齢化がすすむとともに、 

下の年齢（4区部）別では、20歳までの若年 

世代の減少以上に、地域の担い手・働き手で 

ある20～59歳の現役世代の減少がもっとも 

大きくなっています。 
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［参考資料］住民アンケート 集計・分析の概要（要約版） 
令和7年6～7月実施・中学生以上対象  

① 回答者の特徴 

・回答者 285人（対象者 約600人の半数近く） 

・高齢層が中心（60代以上 約75%） 

★ 集計結果に、高齢者の視点が強く反映 

② 全体的な特徴 

 主な生活課題  

・農地、山林管理（草刈り） 

・有害鳥獣の被害 

・健康、介護の不安 

■日常生活の不安（トップ5） 

農地・山林の維持管理 

有害鳥獣の被害 

自分の健康 ・介護など 

家族の健康 ・介護など 

地域の役や行事など 

 生活の前提  

【移動】自家用車依存が極めて高い 

【情報】紙媒体中心（ネット利用1割未満） 

■移動の手段（トップ3） 

 車（自分で運転） 

 車（家族の送迎） 

 路線バス 

 地域活動  

・ 「関心はあるが積極的でない」が約半数 

→  参加しやすい仕組みが不足  

■地域活動への参加状況（トップ3） 

 関心あり、消極的な参加 

 関心あり、積極的に参加 

 関心なし、付き合いで参加 

 自由意見の傾向  

・「不安」「人が減る」「無理のない形」「助け合い」 →  持続性・現実性重視  

③ 属性別の主な傾向（要約） 

 高齢層  

・「自分で運転」➤ 「家族の送迎」等へ移行 

→  移動支援が必須  

■移動の手段（年代別の割合） 

60代 

70代 

80歳以上 

 中年層（40〜50代）  

・仕事、家庭＋地域の役 ＝【負担】 

→  負担軽減がカギ  

■主な仕事（40～60代） 

40代 

50代 

60代 

 若年層  

・防災、子育てを重視 

・短時間参加のニーズ 

■日常生活の不安（10～30代・トップ5） 

有害鳥獣の被害 

家族の健康・介護など 

災害への備え・避難 

農地・山林の維持管理 

子育て環境 

 性別での傾向  

【男性】地域運営、土地の管理に関する課題意識 

【女性】生活不安（健康や移動）に関する課題意識 
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④ 地域活動・事業に対する評価 

 改善を優先すべきこと         ☆重要度は高いが、満足度が低い（差が大きい） 

・有害鳥獣対策 

・農地、山林の維持管理（草刈り等） 

・空き家・遊休施設の活用 

・防犯（見回り等） 

・子育て支援 

・移動支援（買い物・通院等） 

・防災（避難訓練・研修等） 

 維持すべき強み            ☆満足度が高い 

・情報提供（振興区報・行政文書等） 

・美化、環境保全（クリーン作戦等） 

・伝統文化、祭事          

・スポーツ行事（大運動会等）    

・季節イベント（盆まつり、収穫祭等） 

 協力の可能性  

◎協力を得やすい活動        ☆協力の意向が高い 

・美化・環境保全 

・伝統文化の継承 

・防災活動 

・スポーツ行事 

・季節イベント（盆まつり、収穫祭等） 

◎協力を得にくい活動        ☆協力の意向が低い 

・空き家、遊休施設の活用 

・U ターン、定住促進 

 


